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2011年３月７日 

各      位 

会 社 名  イオン九州株式会社 
代表者名  代表取締役社長 岡澤 正章 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード２６５３） 
問合せ先  
役職・氏名 取締役経営管理本部長 

福本  剛史 
電話  ０９２－４４１－０６１１ 

 

業績予想及び配当予想の修正並びに特別利益の計上に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、2010年４月６日に公表した業績予想及び配当予想を下記の通り修正いた

しましたのでお知らせいたします。また、2011年２月期において特別利益を計上することとなりまし
たので、お知らせいたします。 

記 
 

１．業績予想の修正について 

2011 年２月期 通期業績予想数値の修正（2010 年２月 21 日～2011 年２月 20 日） 

                                      （単位：百万円） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ） 

256,000 1,900 1,600 

 

970  

円  銭

51  63 

今回修正（Ｂ） 254,600 2,900 2,700 1,200  63  87 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,400 1,000 1,100 230   

増 減 率 △ 0.5％ 52.6％ 68.8％ 23.7％  

（ご参考）前期実績 

（2010 年２月期） 
258,930 483 437 961  51  25 

 

修正理由 

当社は、お客さまの多様化するニーズに対応するための店づくりとして、新たな店舗展開や地

域に密着した品揃え等に取り組むほか、ローコスト経営の推進による収益構造改革を進めてまい

りました。 
この結果、営業収益ではイオンのプライベートブランド商品である機能性インナー「トップバ

リュ ヒートファクト」などが好調に推移したことから、第３四半期に入り改善傾向となり、既
存店売上高は下半期（８月21日～２月20日）で当初計画及び前年同期ともに上回る見込みです。 
また、売上総利益では、在庫削減への取り組み効果の大きい衣料品を中心に各商品部門で売上

総利益率の改善が見込まれ、通期で当初計画より 0.3ポイント程度上回る見込みです。 
販管費では、省エネ機器の導入など設備費を中心に経費の削減を進めてまいりました。 
以上のことから、営業利益については、前期から 24億 17百万円、当初予想より 10億円上回
る見込みです。 
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当期純利益につきましては、下記に記載しております特別利益の計上及び特別損失として減損

損失の計上等により、12億円となる見込みです。 
 

 

２．配当予想の修正について 
 年間配当金 

 第 2 四 半 期 末 期末 合計 

前 回 予 想 

（2010 年 4 月 6日発表）
― 普通配当 １０円００銭 普通配当 １０円００銭

今 回 修 正 予 想 ― 

１３円００銭  

（普通配当 10 円００銭）

（特別配当 ３円００銭）

１３円００銭  

（普通配当 10 円００銭）

（特別配当 ３円００銭）

当 期 実 績 0 円 00 銭 １０円００銭   

前 期 （ 2010 年 ２ 月 期 ） 実 績 0 円 00 銭 １０円００銭  １０円００銭  

 
修正理由 

当社は、中長期的な企業の価値向上と利益配分のバランスの最適化を図ることを重要政策と位

置づけ、株主の皆さまに対する利益配分をさせていただくことを基本方針としております。 
配当金につきましては、株主資本利益率の向上に努め、配当性向を勘案しつつ安定的な配当の

実施に努めてまいります。 
今回業績が順調に推移しましたことを勘案し、期末配当予想につきましては、１株当たり普通

配当 10円に特別配当３円を加え、13円に修正いたします。 
 
 

２．特別利益の計上について 
当社がテナントとして出店している店舗において、施設管理費の見直しの交渉を行っておりまし

たが、管理会社との交渉が合意し７億 32百万円を特別利益に計上いたします。 
 
 
＊上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の実績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
 

以  上 


